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1．ハイライト
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ビジネスハイライト
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経営成績
（連結）

売上高387百万円（前期比17.8％減）主にグラナテックのロイヤリティ終了の影響
・研究開発費：669百万円（前期比51.0％減）
・営業損失 ：△619百万円 （前期営業損失△1,209百万円）

研究
プロジェクト

H-1129（免疫異常を基盤とする角結膜疾患治療薬）のパイプライン化決定
・臨床試験に向けて治験薬製造開始、開発計画は26ページご参照

開発
パイプライン

承認取得：DW-5LBT（神経疼痛治療剤・米国）
・商標名「Bondlido」、販売パートナー候補と提携交渉中
・2026年下期の上市を目指す
P2試験：DWR-2206（再生医療用細胞製品・日本）
・観察期間終了、有害事象の発現なし・視力改善を示唆
・P3試験の準備開始
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開発品 提携先 地域 イベント 達成時期

H-1337 ― P3準備及びライセンシング活動 P3準備進行中、
導出未達

H-1129 ― 計画外；新規パイプライン化 2025/7

DW-5LBT （共同開発） 再申請 2025/3

→承認取得 2025/9

DWR-2206 （共同開発） 観察期間終了 2025/11

臨床試験開始 ―

K-321 リパスジル
塩酸塩水和物 ２つ（①②）のグローバルP3試験の完了 ①2025/11

②―

DW-1002 ブリリアントブ
ルーG（BBG）

承認取得 2025/2

→上市 ―

申請 ―

期初に見込んでいたイベントの達成状況
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２．2025年12月期 通期業績
2025年1月1日～2025年12月31日
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連結貸借対照表
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（単位：百万円）

固定資産

その他流動資産
売掛金

現預金

純資産

固定負債

流動負債

2025年12月末（対前期末比増減）

1,709（＋583）

530（△272）

1,435（＋701）

149（△44）

203（＋ 71）

215（△ 8）

94（△30）

【現預金】
第12回、第13新株予約権の発行及び行使による増加1,283百万円
主に研究開発費等の使用による減少

【固定資産】
DW-1002（欧州）の契約関連無形資産の償却41百万円

【流動負債】
DW-5LBTの支払マイルストーンの借入れによる増加等

【固定負債】
社債の繰上償還302百万円
DWR-2206等の開発資金の借入れによる長期借入金の増加29百万円

【純資産】
当期純損失632百万円の計上
新株予約権行使等により資本金、資本準備金は各667百万円の計上
無償減資による欠損填補を行い、資本金697百万円（2025/12末）
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3．2025年12月期 事業進捗
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3-1．上市品
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3-2．開発パイプライン
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2025年12月期 開発パイプラインの現況
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開発品名 対象疾患 地域 P1 P2 P3 申請 承認 上市 パートナー

H-1337 緑内障 ―

H-1129
免疫異常を基
盤とする角結
膜疾患治療薬

―

DW-5LBT 帯状疱疹後
の神経疼痛

（共同開発）

DWR-2206 水疱性角膜症
（共同開発）

K-321 フックス角膜
内皮変性症

DW-1002 眼科手術補助
剤（染色）

DW-1001 非開示

P2開始でPMDAに相談予定

中国は臨床試験開始を計画

・・・眼科疾患のパイプライン
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2025年下期の共同研究実績（開示分）
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7/8 眼疾患を対象にした治療薬の共同研究
Chordia社のキナーゼ阻害剤を用い、当社は眼疾患への有効性を評価

10/30 ドライアイ治療薬の創製を目指した探索研究
2024年に共同研究開始
ドライアイの動物モデルで薬理作用を確認、追加検証を実施中

化合物 Chordia社のキナーゼ阻害剤

対象疾患 眼疾患

化合物 第一工業製薬創製の化合物

対象疾患 ドライアイ
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4．2026年12月期 見通し
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開発品 提携先 地域 イベント

DW-5LBT
（共同開発）

販売パートナー決定、上市

DWR-2206
（共同開発）

臨床試験開始

K-321 リパスジル
塩酸塩水和物 グローバルP3試験（2つ目）の観察期間完了

DW-1002 ブリリアントブ
ルーG（BBG）

申請

申請

2026年に発生が見込まれるイベント
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（参考）事業概要

29







Copyright D. Western Therapeutics Institute, Inc. All Rights Reserved.

＜創薬エンジン＞
化合物ライブラリー
良質な新薬の種（ネタ帳）
３つの上市された薬剤を含む

ドラッグデザイン
ライブラリーの化合物から新規品を作る力

（経験、データ）

ドラッグウエスタン法
新薬の作用メカニズム探索ツール
メカニズムの推定により価値向上（安全性、

効果の要因を推定）

新薬を生み出す基盤技術

32

創薬エンジンとは、新薬を継続創出できる当社独自の基盤技術
キナーゼとは、タンパクをリン酸化する酵素。過剰なリン酸化は様々な病気を引き起こす要因となる。

（キナーゼがタンパクの活性（活動）をコントロール）

＜キナーゼ阻害剤の可能性＞
多様な適応疾患
キナーゼは様々な疾患において重要な働きを担う
抗がん剤が主流。免疫系、神経変性系、炎症系などの開発検討

も進む

大きな市場規模
キナーゼ阻害剤の年間販売額合計は2兆円以上

当社はキナーゼ阻害剤のパイオニア
世界初のキナーゼ阻害剤は1995年に発売されたファスジル

（当社化合物ライブラリーにも含まれている）
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「日本発の画期的な新薬を世界へ」
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株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所

 本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。
 投資のご検討にあたっては、投資者ご自身の判断において行われるようお願いいたします。
 本資料は正確性・公平性を期し慎重に作成されたものでありますが、当社の有価証券への投資判断にあたって必要となる

すべての情報が含まれているものではなく、また、本資料に記載されている情報の真実性、正確性又は完全性について当
社として保証するものではありません。

 本資料中の業績予想並びに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的な
リスクや不確実性が含まれています。そのため、実際の結果は事業環境の変化等の様々な要因により、将来見通しとは大
きく異なる可能性があることにご留意ください。

 本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、当社はかかる情報の正確性、適切性等
について検証を行っておらず、またこれを保証するものではありません。

 本資料の使用又は内容、情報等に関して生じたいかなる損害についても、当社及び情報提供者は一切責任を負いかねます。


